
前代未聞の大量処分

県立高校と附属中学校および

中等教育学校の過去２ヶ年の入

試において、78校988件の採点誤

りが見つかり、本来合格とすべ

き4名の受検者が不合格となって

いた問題、および「採点誤り・

解答用紙等誤廃棄懲戒処分等対

象者」として1159名という全国

的にも例のない前代未聞の大量

「処分」（実際に採点に当たっ

た教諭の中で戒告は9名、文書訓

告945名の計954名が「処分」さ

れた）問題についての県民会議

の取り組みの報告です。

9月29日、民主教育をすすめる

県民会議は県教委あてに、「学

力検査における採点誤りなどが

あったとしても教職員の『処分』

はおこなわないこと」の一点で

要求書を提出しました。

翌30日の茨城新聞にもこのこ

とは記事として取り上げられま

した。

11月9日にこの要求にもとづい

て県民会議は県教委と交渉・懇

談（７人参加）を行いました。

要求書に基づく県教委交渉

高校教育課の回答は、「仮定

の話には、答えられない」とい

うものでした。また、採点誤り

の原因をどのように考えてい

るのかという質問には「いろい

ろあった」という回答で、原因

を特定するような回答にはなり

ませんでした。参加者からは、

採点誤りの原因は入試問題に長

文の記述式の回答を求める問題

が非常に多くなって、採点時間

が長時間になったことが最大の

原因だという指摘がありました。

県教委の調査でも、採点誤り

のあった学校では、採点業務が

夜の10時、11時までかかったこ

とが明らかにされました。

また、記述式の問題は社会57

点分、英語34点分、国語22点分、

理科15点分、数学6点分と教科

によってばらつきがあって、で

きあがった問題を県教委が再点

検せずに入試を実施したことが

明らかです。

県教委の調査でも、記述式の

問題の比率が高かった社会科で

一番採点誤りがあったことが明

らかになっています。懇談の中

で、2019年の中高一貫校増設の

中で入試業務が、高校教育改革

推進室から指導グループに委譲

されたことも県教委から報告さ

れました。

採点誤りをなくすためには

2022年度入試の採点誤りをな

くすためには、学校任せでは、

昨年度と変わらず10時11時まで

かかっても終わるまでやること

になります。また、採点時間を

長時間にしないために一番必要

なことは記述式の問題をなくす、

減らすなどして採点に時間がか

からないようにする必要があり

ます。60点近くが記述式だと、5

教科以外の教員が記述式問題を

採点することになってしまいま

す。入試問題の改善は、受験す

る中学生にとっても採点誤りを

引き起こさないためにも実施し

なければならないことです。

県教委によれば、処分の理由

については「採点誤りが社会的

に与えた影響も大きく、県民に

対する信用失墜行為だったから

処分をした」というものでした。

入試問題に事前に意見も言えず、

長時間かかって採点業務を行い、

生徒のためと考えて部分点を上

げて点数を上げていた現場の教

員が戒告や文書訓告の処分を受

けたことは全く納得いかないこ

とを主張しました。

実際に入試問題をつくった担

当者、入試問題を点検し入試業

務のマニュアルを作った担当者

など高校教育課指導グループの

職員は全く処分の対象になって

いません。県教委は教育庁や教

育部長、課長などを処分したの

でそれでよいのではないかと主

張するなら、学校も校長だけを

処分して一般の入試誤りに関わっ

た教員を処分する必要はなかっ

たはずです。

県庁前でチラシ配布

この交渉結果については、11

月12日早朝、県庁前でチラシ配

布を行い、「入試採点誤り」問

題は、現場教職員の怠慢による

ものではなく、問題作成を行っ

た県教委そのものにあることを

訴えました。

ＮＨＫ水戸放送局「いば６」

で放映

チラシ配布後、ＮＨＫ水戸放

送局の佐藤志穂記者から取材の

申し込みがありました。

その結果は、12月23日、「い

ば６」において「採点ミスどう

変わる」（約10分）にまとめら

れ放映されました。

採点に携わった現場の教員の

声も具体的に取材され、好意的

な番組となりました。以下、そ

の内容をまとめました。

◇採点ミスの内容

「正解を不正解としたなど

（２２６件）」

「配点や部分点を誤った

（１１９件）」

「計算ミス（８３件）」

◇採点ミスに関する現場からの

声

「採点が長時間に及んだこと

による疲労」

「記述式問題の増加・採点基準
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の作成が難しい」

「解答用紙に採点を記入する欄

がなく余白に記入した点数が見

づらい」

◇新しい解答用紙の見本＝「採

点 得点 点検 照合 確認

確認」欄を作成

◎新しい採点方法に関する現場

からの声

「採点手順が複雑になり、かえっ

てミスが起きるのでは」

「手順が増えて時間が足りない」

「現場の教員の負担は改善され

ず、教育委員会への不信が募る

など」

◎放送大学 田中統治特任教授

のコメント

ミスが全くなくなるかどうか

は分からないが、少なくとも可

能な限り対策が講じられている

と思う。懸念されることは、

（対策を）作り再びミスが起こっ

た時、それを伏せることがない

かという点。採点ミスの事例を

公開し、その原因を探りながら

改善をはかっていくことが大事。

シミュレーションではうまくいっ

ても、実際にやってみると思わ

ぬ問題が出てくるというのがヒュー

マンエラーの常。新しいシステ

ムやマニュアルも絶えず改善を

重ねていくことが大事。

◎坂東市で学習塾を運営する

倉持裕一さんのコメント

非常に記述量が多い。文章で

答える問題が多い。あの日程で

は相当無理がある。採点時間と

して、現場の先生方に無理があ

るのでは。（来年受験する）こ

としの３年生は「実験台」。来

年３月にふたを開けて入試が実

施されれば方向がある程度わか

る。問題の形式は一切明らかに

されていないので、引き続きこ

の形式でいくのか。以前の客観

的な問題に戻るのか。心配はあ

る。ものすごく強い。

◎高橋アナウンサーのコメント

今年は実験台というわけには

いかないですよね

◎佐藤記者のコメント

明日（２４日）採点手順を一

部の中高一貫校でシミュレーショ

ンを実施する。一度定めたシミュ

レーションだからといって、た

めらわず、明日のシミュレーショ

ンで改善点が見つかったら、た

めらわずやってほしい。

再発防止策については、県教

委は11月にお知らせを出した。

受験生が安心して、対策をとり、

入試にのぞめるよう、どのよう

に変えていくのか、外からでも

見えるようにしてほしい。

◎佐藤志穂記者の指摘

佐藤記者は、記述問題の採点

のむずかしさ、複雑になった採

点手順、土曜日も採点日とした

こと、また「不合格になった受

験生に、答案用紙を返却するこ

とは必要なのか」と取材中（12

月14日）感想をもらしています。

とくに、不合格者に答案用紙

を返却することについては、不

合格になった生徒全員に「返却・

郵送する必要はあるのか」「２

度、不合格という事実を突きつ

けるのはいかがなものか」「保

護者も、同様に２度、不合格と

いう知らせと理由を告知される」

「不合格者は、学校に点数を開

示請求できる。必要がある生徒

が、請求すればいいのではない

か」などとも。

県教委が返却・郵送するなら

ば、低学力の問題を社会問題化

するチャンスとして捉えられる

と考えることもできそうです。

また、受験生が「実験台」にさ

れる、という学習塾の方の指摘

は、考えさせられるものがあり

ます。

「県立高校希望者全入」の

検討を

茨城県教育委員会は、昨年度

の高校入試採点誤りを受けて、

答案のレイアウトは若干改善し

たものの、原版と印刷したもの

を採点する二系統採点方式、土

日も連続で採点するスケジュー

ルを組むなど、ますます負担が

増えるような方策をとろうとし

ています。

しかし、全日制・定時制とも

志願倍率は１倍を切っています。

「採点誤り」の最善の解決策は

県立高校入試を廃止することで

す。「受験競争」を改め、県立

高校希望者全入を検討すること

が大人の責任です。25人程度の

少人数学級も求められています。

県教委に要求書提出

茨高教組は2021年12月27日

に県教委に対して入試採点業

務等に関する要求書を提出しま

した。要求書は以下の通りです。

入試採点業務に関する要求書

新たな採点方法の導入が示さ

れ、さらに変形労働時間制の運

用で週休日に採点業務等を命じ

る取扱要項が策定されました。

記述式問題の出題数がどうなる

か分からないなか、採点業務に

係る時間が増大しこれまで以上

に負担が増え、かえって採点誤

りが起こるのではないかと、各

職場から不満の声があがってい

ます。

採点誤り再発防止の観点から、

以下の事項を要求します。すみ

やかに回答願います。

１.「県立学校における入学者

選抜及び入学者選考業務に係る

教職員の勤務時間の取扱要項」

の法令根拠を示すこと。

２．受検生や採点者の負担軽減

の観点から、部分点や複数解が

生じる記述式（長文）問題につ

いては出題数を必要最小限にと

どめるなど見直しをはかること。

３．作業効率の向上をはかるた

めに受検生の解答用紙と標準解

答のレイアウトを揃えること。

４．記述式問題については、す

べての学校に対応できる採点基

準を作成すること。

５．大問の中に記号問題と記述

式問題とを混在させないこと。

６．記号問題は「選択肢を〇で

囲む」方式にすること。

７．採点シミュレーションで明

らかになった問題点について各

学校からききとること。

要求書に基づいて、県教委と

の交渉が2月3日（木）13：00～14:

30に行われます。

職場からの多くの参加を要請

します。

学習会案内
茨高教組は「茨城の高校入試を

考える学習会」を、1月29日（土）

13：30～16：00、オンラインで行

う予定です。どなたでも参加で

きます。下記ＱＲコード又は茨

高教組ＨＰ(https://ihsfu.net)
からお申し込み下さい。

１月２８日まで受け

付けます。
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